
［鹿大農学術報告 第 73 号, 25–31, 2023］ 

25 

 

 

 

令和 4 年度 森林政策学分野 退職者 

「研究の歩み」と「主な研究業績」  

 

枚田邦宏 

（農林環境科学科 森林科学コース） 

 

研究の歩み 

一般的に研究は，大学の研究組織に所属してからの活動をいいます。いま振り返ると，学生の時か

ら初期的な研究活動を開始していたと考えています。私は三重大学に入学し，1 年生の時から地域の

農家の人たちと農業問題について話をする地域農業問題研究会に参加していました。また，専門分野

である林学では，学生の中で森林に関する生態学の本などを輪読する集まりを行っていました。また，

学生が自主的に学んだ成果を発表する全国農学系学生ゼミナール連合という組織（研究者が学会に所

属して発表する学生版）の役員として活動していたことから，自大学だけでなく，全国の農学系の学

生との交流，農林水産業の現状やそれらを勉強する農学系大学の教育について，その場に集う農学系

学生と意見交換をする場をもっていました。私が大学のあり方，大学教育についていろいろと関心が

あるのは，このような学生時代の取り組みの成果であり，それは研究者としての出発点でした。  

私は大学の中で一貫して旧林学，森林科学の分野に所属し，教育研究に携わってきました。農学は，

生物学（植物，動物），化学（食料），農業工学（機械，土木），社会科学（政策，経営）に早い時期か

ら分離して研究が深化して教育研究が発展してきました。一方，森林科学は，農学部の他の分野とは

違い，森林および森林管理に関する研究を行い，森林を構成する動植物の動態，成長機構のみならず，

森林管理の上で必要な資源把握，経営管理の理論，木材の生産流通，加工とそれを誘導する森林政策，

森林機能の中で重要な土砂流出防備等に関する砂防技術や水源涵養に関わる水文学に関する教育研究

を一つの教育プログラムで実施することにより，森林管理に関わる技術，研究者の養成を行ってきま

した。農学部の他分野からすれば，研究が未分化している一方で，森林の現場との関係では，教員が

幅広く森林管理について語ることができる人材を養成しています。  

このような旧林学の中で，私がとりわけ研究者として対応してきたのは，森林経済・政策の部分で

あり，簡単に言ってしまえば，森林に関わる社会科学全般を対象としています。そのため，研究のテ

ーマとしては，木材生産のための人工林経営とそれに関わる森林組合をはじめとする林業事業体組織，

そこに従事する林業労働者の研究から，森林の多面的機能の一つである森林レクリエーション利用の

動態把握と管理利用に関する研究，さらに，森林に関わる人材の教育に関する研究にまで広がってい

ます。大学院では，森林所有者の協同組織である森林組合の事業展開について研究を進め，間伐期に

おけるいくつかの事業展開のパターンを明らかにしました。大学教育として初めて職を得たのが京都

大学農学部附属演習林であったこと，同演習林では木材生産が縮小していたことから，新たな森林利
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用である演習林のレクリエーション利用実態把握の調査をはじめました。  

鹿児島大学に赴任してから，鹿児島および南九州地域の森林経済・政策に関わる様々なことについ

て研究する機会を得ることができました。森林利用のもっとも中心は，木材利用のための森林造成お

よび木材の生産・流通・加工であり，大学院生の時までは，林業に関わる生産活動，それに従事する

人々，支援する政策に関わる研究をしていました。しかし，建築用の木材需要の拡大とそれに伴う木

材価格の上昇を前提にして展開してきた日本の林業経営は，1980 年以降の国内の木材価格の低下によ

り，大きく変化を遂げることとなります。鹿児島大学に赴任したころには，木材生産，森林造成に関

わる森林組合経営の研究と並行して，木材以外の森林利用である森林の畜産的な利用や，森林レクリ

エーション利用に関する調査をはじめました。以下，鹿児島大学に赴任してからの研究を何項目かに

整理します。  

第一には，1993 年に世界自然遺産に登録された屋久島の森林の存在です。前職の京都大学農学部附

属演習林において森林レクリエーション利用者の調査をはじめていたこともあって，屋久島でのレク

利用について調査をはじめました。屋久島の森林は，多様性に富むとともに，近世から屋久杉や天然

広葉樹が利用されてきた地域であり，地元では国有林野の中での木材に関わる仕事の従事者が大勢い

ました。しかし，1990 年代以降は，伐採による木材生産は限定的なものになり，間伐等の森林整備が

林業活動の中心でした。森林利用は，もっぱら森林レク利用が脚光をあびることになります。レク利

用者の増加は，自然へのダメージを与えることになり，利用圧を把握することが必要でした。しかし，

山岳地域の利用者数の調査は，国内でも一部の特定の条件のある地域で行われていただけであり，ど

の程度の人が利用しているかもわからない状態でした。そこで当初は，登山道等での利用人数調査お

よび登山届による情報収集を行い利用者数の推定値を算出しました。さらに恒常的に利用人数を把握

するシステムを開発し，屋久島の山岳の中心ルートでの利用人数の把握を可能とし，環境省の屋久島

の出先で継続的に把握できるものにしました。このように鹿児島大学に赴任した当初は，森林レクリ

エーション利用の基礎的なデータ収集活動をしていました。しかし，2000 年代後半になると，林業を

めぐる情勢の変化があり，再度，林業経済，木材生産，流通に関わる研究を進めることとなります。 

第二には，人工林の森林資源の成長と海外からの木材輸入が縮小する中，国内の人工林からの木材

生産，利用するために，2006 年から鹿児島県を対象に林業の新生産システム構築事業（林野庁）のコ

ンサルタントとして関わりました。県内の林業，木材に関わる事業体，業界団体，鹿児島県庁の方々

と意見交換，情報収集しながら，鹿児島県内の林業生産のしくみを再構築しました。この取り組みの

中で林業生産に関わる森林組合と素材生産業者，さらに，生産された丸太を利用する木材加工との融

合を進めてきました。私を含め鹿児島大学の森林分野にとっては，地域の森林・木材との結びつきを

持ちながら，研究するスタイルを構築する機会を与えられました。これは後に農学部全体で地域連携

プロジェクトを開始するきっかけでもありました。 

第三には，林業界との関係が強くなっていくことにより，発展のネックとなる部分に，業界で従事

する人の能力の問題が明らかになってきました。新生産システムの事業の実施を通して個々の事業体

の中で働く人は，身近な仕事の範囲の中でいろいろと工夫はするものの，いままでやってきた仕事の
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スタイルを変革したり，自分の生産した木材を有利に販売したりすることについて関心がないため，

林業の採算性の確保につながっていないことが明らかになりました。そこで，新しい林業を目指す，

林業生産に関わる全体を見通せる人材を確保するために，大学として何かできないか考えるようにな

りました。新生産システム事業を通してコンサルとして考えてきたことを実際に林業に携わる人に伝

えることが必要であるとの認識で，社会人に対する勉強の機会を大学が提供する機会を作ることにし

ました。大学の森林科学分野の教育の役割は，単に若者に森林・林業技術者の基礎的な事項を教育し，

卒業論文等で教育研究するだけではありません。実際に現場で活動している社会人に対して教育する

ことが必要であると認識し，2007 年に文部科学省の学び直し事業に申請し，林業人材育成のリカレン

ト教育を開始しました。当初，「高度林業生産システムを実現する『林業生産専門技術者』養成プログ

ラム」として開始し，途中より「次世代林業マイスター養成講座」と名称を変更して現在に至り，2022

年までの受講生は 210 名になりました。社会人教育は，多くの場合，いままでの研究教育の成果とし

て派生的に実施するものであり，メインに取り組まれることはほとんどありません。しかし，社会人

教育に 15 年間取り組んだことが，それまで理論や原則として理解していたことを現場においてどの

ように理解されているのか考え，現場から研究を見直すこと，新たな研究テーマを考えることができ

るという点で価値がありました。今後，より実践的な活動をしていこうと考えている私にとって，非

常に参考になるとともに，人的なネットワークを得たという点で貴重な経験でした。また，林野庁等

が行う林業人材育成に関わることができたのも，社会人教育を鹿児島大学で実施してきた成果でした。 
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